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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内部が第一収容空間と第二収容空間とに分割され、前記第一収容空間の第一開口部およ
び前記第二収容空間の第二開口部を有するクローゼット本体と、
　前記第一開口部および前記第二開口部それぞれを開閉する開き戸形式の第一扉および第
二扉とを備え、
　前記クローゼット本体は、背板および左右の側板を有し、前面に開口部が形成され、
　前記第一収容空間は、前記第二収容空間よりも大きな空間で出入り可能とされ、
　前記第二収容空間は、前記クローゼット本体の開口部の左端部または右端部に、前記第
二開口部が前面に開口して前記クローゼット本体の開口部の一部が前記第二開口部となる
ように配置され、
　前記第一開口部は、前記クローゼット本体の開口部の前記第二開口部を除いた残りの部
分とされ、左右幅が日本人の腹部の厚みである腹部厚径の年齢および性別別の９９％タイ
ル値の内の最も大きい値よりも大きく形成され、
　前記第二開口部は、左右幅が前記第一開口部の左右幅よりも小さく形成され、
　前記第一収容空間には、前記第二収容空間の後側の前記側板および前記背板に沿って屈
曲して形成された棚板が設けられる
　ことを特徴とする出入り可能な省スペース型クローゼット。
【請求項２】
　前記クローゼット本体は、底板を有しておらず、住宅内の床面に載せ置かれるものであ
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り、
　前記第二収容空間は、前記クローゼット本体の上端部から下端部にかけて連続して形成
された空間とされ、
　前記第二扉の内面に収容物を引っ掛けるフックが設けられる
　ことを特徴とする請求項１に記載の出入り可能な省スペース型クローゼット。
【請求項３】
　前記クローゼット本体は、底板を有しておらず、住宅内の土間コンクリートに載せ置か
れるものであり、
　前記第二収容空間は、前記クローゼット本体の下端部を残して、前記クローゼット本体
に上下に連続して形成された空間とされ、
　前記第二収容空間が前記クローゼット本体の開口部の左端部に配置される場合には、前
記右側板の内面に収容物が係合されるバーが設けられ、前記第二収容空間が前記クローゼ
ット本体の開口部の右端部に配置される場合には、前記左側板の内面に収容物が係合され
るバーが設けられる
　ことを特徴とする請求項１に記載の出入り可能な省スペース型クローゼット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内部に収容物が収容されるクローゼットに関するものであり、特に、省スペ
ースでありながら、ウォークインクローゼットのように出入りすることができるクローゼ
ットに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　下記特許文献１には、仕切壁の後方に位置する第１収容空間と、仕切壁の前方に位置す
る第２収容空間とに分割された収容空間が記載されている。このような構成であるので、
第２収容空間に使用頻度の高い物を収容することで、これを容易に出し入れすることがで
き、これにより、収容空間としての使い勝手をよくすることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００５－３２５５９４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記特許文献１に記載の収容空間は、第１収容空間の出入口に引戸が設
けられているので、その引戸を開いた際の移動先が必要となる。ここでは、引戸は、第２
収容空間の裏側に移動することができる。従って、第２収容空間が一つの場合、第１収容
空間の出入口が第２収容空間の開口よりも大きいと、引戸を第２収容空間の裏側に収容す
ることができない。すなわち、引戸が第２収容空間から突出した状態となり、第１収容空
間の出入口を狭めてしまうことになる。
【０００５】
　この問題を解消するためには、第１収容空間の出入口の幅と第２収容空間の開口の幅と
を同一幅に形成するか、第１収容空間の出入口の幅を第２収容空間の開口の幅よりも小さ
く形成すればよい。しかしながら、これらの場合、第１収容空間への出入口が狭くなり、
出入りし難くなってしまい、使い勝手が悪くなる。
【０００６】
　また、そもそも特許文献１に記載の収容空間の場合、建物の右側半分が収容空間とされ
るので、収容空間の省スペース化を考慮したものではない。また、収容空間への収容の仕
方について考慮したものでもない。
【０００７】
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　本発明は、このような問題に鑑みてなされたものであり、その主たる目的は、開いた扉
の収容スペースが必要ではなく、二つの収容空間の一方に容易に出入りすることができる
クローゼットであって、省スペース化を図ることができ、収容空間を無駄なく効果的に使
用することができる出入り可能な省スペース型クローゼットを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するための本発明に係る出入り可能な省スペース型クローゼットは、内
部が第一収容空間と第二収容空間とに分割され、前記第一収容空間の第一開口部および前
記第二収容空間の第二開口部を有するクローゼット本体と、前記第一開口部および前記第
二開口部それぞれを開閉する開き戸形式の第一扉および第二扉とを備え、前記クローゼッ
ト本体は、背板および左右の側板を有し、前面に開口部が形成され、前記第一収容空間は
、前記第二収容空間よりも大きな空間で出入り可能とされ、前記第二収容空間は、前記ク
ローゼット本体の開口部の左端部または右端部に、前記第二開口部が前面に開口して前記
クローゼット本体の開口部の一部が前記第二開口部となるように配置され、前記第一開口
部は、前記クローゼット本体の開口部の前記第二開口部を除いた残りの部分とされ、左右
幅が日本人の腹部の厚みである腹部厚径の年齢および性別別の９９％タイル値の内の最も
大きい値よりも大きく形成され、前記第二開口部は、左右幅が前記第一開口部の左右幅よ
りも小さく形成され、前記第一収容空間には、前記第二収容空間の後側の前記側板および
前記背板に沿って屈曲して形成された棚板が設けられることを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明に係る出入り可能な省スペース型クローゼットは、前記クローゼット本体
は、底板を有しておらず、住宅内の床面に載せ置かれるものであり、前記第二収容空間は
、前記クローゼット本体の上端部から下端部にかけて連続して形成された空間とされ、前
記第二扉の内面に収容物を引っ掛けるフックが設けられることを特徴とする。
【００１０】
　さらに、本発明に係る出入り可能な省スペース型クローゼットは、前記クローゼット本
体は、底板を有しておらず、住宅内の土間コンクリートに載せ置かれるものであり、前記
第二収容空間は、前記クローゼット本体の下端部を残して、前記クローゼット本体に上下
に連続して形成された空間とされ、前記第二収容空間が前記クローゼット本体の開口部の
左端部に配置される場合には、前記右側板の内面に収容物が係合されるバーが設けられ、
前記第二収容空間が前記クローゼット本体の開口部の右端部に配置される場合には、前記
左側板の内面に収容物が係合されるバーが設けられることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明に係る出入り可能な省スペース型クローゼットによれば、第一収容空間の第一開
口部および第二収容空間の第二開口部それぞれが開き戸形式の第一扉および第二扉により
開閉可能とされるので、開かれた両扉の収容スペースを必要としない。また、出入り可能
な第一収容空間の第一開口部の左右幅は、日本人の腹部の厚みの年齢および性別別の９９
％タイル値の内の最も大きい値よりも大きく形成されている。従って、第一開口部の左右
幅を無駄に大きくすることなく、容易に第一開口部を通ることができる幅とすることがで
きる。これに加えて、互いに隣接して配置される第一開口部と第二開口部において、第二
収容空間の第二開口部の左右幅が第一収容空間の第一開口部の左右幅よりも小さく形成さ
れるので、クローゼット全体をコンパクト化することができ、クローゼットの省スペース
化を図ることができる。さらに、第一収容空間には、第二収容空間の後側に、側板および
背板に沿って屈曲して形成された棚板が設けられるので、省スペース化が図られた第一収
容空間に効果的に収容物を収容することができる。
【００１２】
　また、本発明に係る出入り可能な省スペース型クローゼットによれば、第二収容空間が
クローゼット本体の上端部から下端部にかけて連続して形成されると共に、第二収容空間
の底面が住宅の床面とされる。従って、長尺物を高く持ち上げずに第二収容空間に収容す
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ることができる。また、第二扉の内面にフックが設けられるので、収容物を引っ掛けて収
容することができる。この場合、たとえば、スティックタイプの掃除機を第二収容空間に
容易に収容することができ、掃除に用いられるはたきなどをフックに係合させて収容する
ことができるので、第二収容空間を頻繁に使用する掃除道具の収容空間として使い勝手の
よいものとすることができる。
【００１３】
　さらに、本発明に係る出入り可能な省スペース型クローゼットによれば、第二収容空間
がクローゼット本体の下端部を残して形成されるので、この部分の開口幅をクローゼット
本体の開口部の幅とすることができる。従って、左右に細長い収容物を第一収容空間に容
易に収容することができる。また、第一収容空間には収容物が係合されるバーが設けられ
るので、収容物を引っ掛けて吊り下げることができる。この場合、たとえば、玄関土間に
好適にクローゼットを配置することができる。玄関土間に用いた場合、クローゼットの底
面を玄関土間とすることができるので、靴などの屋外で用いられる収容物を汚れたままで
も収容することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の出入り可能な省スペース型クローゼットの実施例１の概略斜視図である
。
【図２】図１のクローゼットの概略正面図であり、扉を開いた状態を示している。
【図３】図１のクローゼットの概略横断面図である。
【図４】図１のクローゼットが設置される住宅の間取り図である。
【図５】図１のクローゼットが住宅に設置された状態を示す概略正面図である。
【図６】本発明の出入り可能な省スペース型クローゼットの実施例２の概略正面図であり
、扉を開いた状態を示している。
【図７】図６のクローゼットの概略横断面図である。
【図８】図６のクローゼットの概略縦断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の出入り可能な省スペース型クローゼットの具体的実施例を図面に基づい
て詳細に説明する。
【実施例１】
【００１６】
　図１から図３は、本発明の出入り可能な省スペース型クローゼットの実施例１を示す図
であり、図１は概略斜視図、図２は扉を開いた状態を示す概略正面図、図３は概略横断面
図である。本実施例の出入り可能な省スペース型クローゼット１は、内部が第一収容空間
２と第二収容空間３とに分割されたクローゼット本体４と、第一収容空間２および第二収
容空間３それぞれの開口である第一開口部５および第二開口部６を開閉する第一扉７およ
び第二扉８とを備える。ここで、第一収容空間２は、第二収容空間３よりも大きな空間に
形成されており、人が出入り可能とされる。
【００１７】
　クローゼット本体４は、天板９、背板１０および左右の側板１１，１２を有し、前面に
開口部１３が形成されている。左右の側板１１，１２はそれぞれ、上下方向を長手方向と
する側面視略長方形の板状とされ、互いに左右方向へ間隔をあけて配置される。この際、
左右の側板１１，１２は、互いに対面して配置される。天板９は、平面視略四角形状に形
成されており、左右の側板１１，１２の上端部同士を接続するようにして、左右の側板１
１，１２に固定される。背板１０は、上下方向を長手方向とする正面視略長方形の板状に
形成されており、左右の側板１１，１２の後端部同士を接続するようにして、左右の側板
１１，１２に固定される。このようにして、クローゼット本体４は、前面に開口する略矩
形ボックス状に形成されている。なお、本実施例のクローゼット本体４は、底板を有して
おらず、下方へも開口して形成されている。
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　クローゼット本体４内に設けられる第一収容空間２は、平面視略Ｌ字形状で前方へ開口
して形成されており、クローゼット本体４の上端部から下端部にかけて、上下方向へ連続
して形成された空間とされる。一方、第二収容空間３は、平面視略四角形状で前方へ開口
して形成されており、クローゼット本体４の上端部から下端部にかけて、上下方向へ連続
して形成された空間とされる。第二収容空間３は、クローゼット本体４の前面への開口部
１３の右端部に、第二開口部６が前面に開口してクローゼット本体４の前面への開口部１
３の一部が第二開口部６となるように配置される。図示例では、クローゼット本体４内に
背パネル１４および側パネル１５が設けられることで、第二収容空間３が形成され、それ
以外のクローゼット本体４内の空間が第一収容空間２とされる。
【００１９】
　背パネル１４は、上下方向を長手方向とする正面視略長方形の板状で、左右長さが背板
１０の左右長さよりも短く形成されている。背パネル１４は、背板１０との間に間隔をあ
けた状態で、背板１０と対面するようにして右端部がクローゼット本体４の右側板１２に
固定される。側パネル１５は、上下方向を長手方向とする側面視略長方形の板状で、前後
長さが左右の側板１１，１２の前後長さよりも短く形成されている。側パネル１５は、左
右の側板１１，１２と対面した状態で、背パネル１４から前方へ延出するようにして、後
端部が背パネル１４の左端部に固定される。このようにしてクローゼット本体４内が背パ
ネル１４および側パネル１５により区切られることで、背パネル１４、側パネル１５およ
びクローゼット本体４の右側板１２により囲まれた空間である第二収容空間３と、それ以
外の空間である第一収容空間２とを形成することができる。
【００２０】
　前述したように、第二収容空間３は、背パネル１４、側パネル１５および右側板１２に
より形成された空間であって、前面に上下方向を長手方向とする正面視略長方形の第二開
口部６が形成されている。従って、クローゼット本体４の前面への開口部１３の右端部が
第二開口部６とされる。一方、第一収容空間２は、背板１０、左側板１１、右側板１２、
背パネル１４および側パネル１５により形成された平面視略Ｌ字形状の空間であって、前
面に上下方向を長手方向とする正面視略長方形の第一開口部５が形成されている。第一開
口部５は、クローゼット本体４の前面への開口部１３の内、第二収容空間３の第二開口部
６を除いた残りの部分とされる。このようにして、上下方向を長手方向とする正面視略長
方形の第一開口部５および第二開口部６が互いに隣接してクローゼット本体４の前面へ開
口して形成される。
【００２１】
　ここで、第一収容空間２の第一開口部５の左右幅Ｘは、日本人の腹部の厚みである腹部
厚径の年齢および性別別の９９％タイル値の内の最も大きい値よりも大きく形成されてい
る。次に示す表１および表２は、日本人の腹部厚径の年齢および性別別のパーセンタイル
値を示すものであり、表１が男性の場合、表２が女性の場合を示している。これは、日本
人の人体寸法データブック２００４－２００６（一般社団法人人間生活工学研究センター
）に基づくものである。なお、表１および表２においては、計測対象者が立位姿勢の状態
で腹部の厚みが計測される。この際、腹部前突点の高さにおける矢状面に対し平行に測っ
た腹部の最大水平直線距離が桿状計により計測される。
【００２２】
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【００２３】
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【表２】

【００２４】
　表１および表２からわかるように、腹部厚径の年齢および性別別の９９％タイル値の内
、最も大きい値は、男性の５０～５９歳の値である３１６．７ｍｍである。従って、第一
開口部５の左右幅Ｘは、３１６．７ｍｍよりも大きく形成され、本実施例では４５５ｍｍ
とされる。一方、第二収容空間３の第二開口部６の左右幅Ｙは、第一開口部５の左右幅Ｘ
よりも小さく形成されており、本実施例では２５８ｍｍとされる。
【００２５】
　図２および図３に示されるように、第一収容空間２には、上下方向に互いに間隔をあけ
て複数（図示例では五枚）の棚板１６が設けられる。各棚板１６は、平面視略Ｌ字形の板
状とされ、第二収容空間３の後側の右側板１２および背板１０に沿うように屈曲して形成
されている。本実施例では、各棚板１６は、左右の側板１１，１２それぞれに形成された
ダボ穴に着脱可能に挿入されるダボに載せ置かれる。ダボ穴は、左右の側板１１，１２そ
れぞれに上下方向へ沿って互いに所定間隔をあけて形成されている。また、第二収容空間
３の上部には、上下方向に互いに間隔をあけて、複数（図示例では三枚）の平面視略四角
形の板状の棚板１７が設けられる。各棚板１７は、側パネル１５および右側板１２それぞ
れに形成されたダボ穴に着脱可能に挿入されるダボに載せ置かれる。ダボ穴は、第二収容
空間３の上部において、側パネル１５および右側板１２それぞれに上下方向へ沿って互い
に所定間隔をあけて形成されている。従って、第一収容空間２に配置される平面視略Ｌ字
形状の各棚板１６および第二収容空間３に配置される平面視略四角形状の各棚板１７は、
クローゼット本体４に取外可能に設けられ、上下位置および取り付ける枚数を適宜に変更
することができる。
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【００２６】
　第一扉７は、第一収容空間２の第一開口部５を開閉する扉であり、上下方向を長手方向
とする正面視略長方形の板状に形成されている。第一扉７は、左側板１１の前端部に、ス
ライドヒンジ１８を介して回動可能に取り付けられる。一方、第二扉８は、第二収容空間
３の第二開口部６を開閉する扉であり、上下方向を長手方向とする正面視略長方形の板状
で、左右幅が第一扉７の左右幅よりも小さく形成されている。第二扉８は、右側板１２の
前端部に、スライドヒンジ１８を介して回動可能に取り付けられる。スライドヒンジ１８
は、扉７，８に設けられるカップ部と側板１１，１２に設けられる座金部とがリンクを介
して接続された従来公知のものである。
【００２７】
　このようにして、第一扉７および第二扉８は、開き戸形式の扉とされ、外方へ開く外開
き扉とされる。ここでは、側パネル１５は、第一扉７および第二扉８が接触する戸当りと
して機能する。本実施例では、第一扉７の右端部の中央よりもやや下方へ寄った位置、お
よび第二扉８の左端部の中央よりもやや下方へ寄った位置に、扉を開閉する際に把持する
取っ手１９が設けられる。また、第二扉８の内面には、収容物を引っ掛けることができる
フック２０が複数設けられる。図示例では、第二扉８の内面の上下方向略中央部に、左右
方向に互いに間隔をあけて三つのＪ字形状のフック２０が設けられる。
【００２８】
　ところで、本実施例のクローゼット１には、内部を照らすことができる照明２１が設け
られる。照明２１は、第一収容空間２に対応する天板９に設けられる。本実施例では、照
明２１の点灯および消灯は、第一扉７の開閉に連動してなされる。
【００２９】
　図４および図５は、本実施例のクローゼットが住宅に設置された状態を示す図であり、
図４は住宅の間取り図、図５は概略正面図である。なお、図４の紙面における上方向が北
の方角を示し、下方向が南の方角を示している。本実施例のクローゼット１が設置される
住宅２２は、階数が特に限定されるわけではなく、たとえば、平屋建てとされる。
【００３０】
　住宅２２には、北側に玄関２３が配置され、その玄関２３の西側に隣接して子供室２４
が配置される。子供室２４の南側には、トイレ２５が隣接して配置され、そのトイレ２５
の南側に隣接して主寝室２６が配置される。子供室２４、トイレ２５および主寝室２６に
は、玄関２３から南方向へ延出する廊下２７から入室することができる。また、玄関２３
から続く廊下２７から東方向へ分岐する廊下２８の先に、南北方向へ沿ってリビングダイ
ニングキッチン（ＬＤＫ）２９が配置される。ＬＤＫ２９の東側には、ＬＤＫ２９から入
室することができるバスルーム３０が配置される。なお、住宅２２では、廊下を介さずに
、玄関２３から直接にＬＤＫ２９に入室することもできる。また、住宅２２には、畳みが
敷かれた室３１がＬＤＫ２９の西側に連続して配置される。畳が敷かれた室３１の北側に
は、その室へ開口する収納３２が設けられ、その収納３２の東側に隣接して、本実施例の
クローゼット１が設けられる空間３３が廊下２８側に開口して配置される。
【００３１】
　図５に示されるように、本実施例のクローゼット１は、底板を有していないので、背板
１０、左右の側板１１，１２、背パネル１４および側パネル１５の下端部が空間３３の床
板の上面である床面に載せ置かれて配置される。この際、クローゼット１は、第一扉７お
よび第二扉８が空間３３の開口に対応するようにして、空間３３内に配置される。なお、
本実施例の空間３３は、その高さがクローゼット１の高さよりも高く形成されている。従
って、空間３３内にクローゼット１を配置した状態において、クローゼット１の天板９の
上面と空間３３の天井面との間に隙間３４が形成される。
【００３２】
　このようにして、本実施例のクローゼット１は、住宅２２の略中央部に配置される。ま
た、本実施例では、畳みが敷かれた室３１の収納となる空間を二つに分割し、一方を畳み
が敷かれた室３１の収納３２とし、他方を本実施例のクローゼット１が配置される空間３
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３とする。なお、住宅２２は、図４の間取りに限定されるものではなく、適宜に変更可能
である。この際、クローゼット１は、住宅２２の階層の略中央部において、間仕切り壁ま
たは内壁に凹んで形成された空間に配置されるのが好ましい。また、居室の収納の一部を
クローゼット１の収納空間とし、その収納空間にクローゼット１が配置されるのが好まし
い。すなわち、居室の収納が一方の空間と他方の空間とに分割され、一方の空間が居室の
収納とされ、他方の空間がクローゼット１の収納空間とされるのが好ましい。
【００３３】
　本実施例の出入り可能な省スペース型クローゼット１の場合、第一収容空間２の第一開
口部５が日本人の腹部厚径の年齢および性別別の９９％タイル値の内の最も大きい値より
も大きく形成されている。ここで、第一収容空間２に出入りしつつ収容物を出し入れでき
る最低限の状況として、人が横向きで第一収容空間２に出入りできることとした。人が横
を向いた状態で最も厚みがでるのが腹部であるので、第一開口部５の左右幅Ｘが上記タイ
ル値を超えるように設計した。すなわち、上記タイル値を基準として第一開口部５の左右
幅Ｘを設定しているので、第一開口部５の左右幅Ｘを無駄に大きく設計することがない。
また、第二収容空間３の第二開口部６の左右幅Ｙは、第一開口部５の左右幅Ｘよりも小さ
く形成されている。従って、クローゼット１全体の左右幅をコンパクトにして、人が出入
り可能なクローゼット１でありながら、クローゼット１の省スペース化を図ることができ
る。この場合、たとえば、幅１ｍ×奥行１ｍに形成された空間に、クローゼット１を配置
することができる。すなわち、クローゼット１の左右幅および奥行が１ｍ以下であって、
人が出入り可能なクローゼット１とすることができる。
【００３４】
　また、本実施例のクローゼット１の場合、第一収容空間２に通常のウォークインクロー
ゼットのような通路が形成されない。収容物を置けない通路を設けた場合、収容空間がそ
の分大きくなるが、本実施例のクローゼット１では、通路が設けられないので、収容空間
をコンパクト化することができる。また、本実施例のクローゼット１の場合、第一収容空
間２に平面視略Ｌ字形の棚板１６が設けられるので、通常はデッドスペースになるコーナ
ー部を収納スペースとすることができる。
【００３５】
　また、本実施例のクローゼット１の場合、第一扉７および第二扉８が開き戸形式の扉と
される。従って、引戸形式の扉のように開いた扉の収容スペースを必要としないので、ク
ローゼット１を小さな空間に設置することができる。また、本実施例のクローゼット１の
場合、収容空間それぞれに扉が設けられるので、用途の異なる物や分離して収納したいも
のを分けて収納することができる。また、本実施例の場合、第二収容空間３が前方に配置
されるので、良く使うものを第二収容空間３に収納し、あまり使わないものを第一収容空
間２に収納することができる。
【００３６】
　また、本実施例のクローゼット１の場合、第二収容空間３がクローゼット本体４の上端
部から下端部にかけて連続して形成されている。従って、クローゼット１を住宅２２の床
面に設置した場合、第二収容空間３の底面が床面とされるので、掃除機を高く持ち上げず
に第二収容空間３に容易に収納することができる。また、第二扉８にフック２０が設けら
れるので、はたきなどの掃除用具を引っ掛けることができる。このようにして、本実施例
では、出し入れし易い第二収容空間３を良く使う掃除道具の収納空間とすることができる
。この際、第一収容空間２を食料品の収納部とすることができる。前述したようにそれぞ
れの収容空間に扉が設けられるので、掃除道具と食料品とを完全に分けて収納することが
できる。
【００３７】
　また、本実施例のクローゼット１の場合、住宅２２の階層の略中央部に配置されるので
、どの部屋からもアクセスし易くなっている。また、本実施例のクローゼット１の場合、
省スペースであるので、本来ならば一つの収納空間である空間を分割した一方に配置する
ことができる。さらに、本実施例のクローゼット１の場合、天板９と天井面との間に隙間



(10) JP 6914231 B2 2021.8.4

10

20

30

40

50

３４が形成されるので、その隙間３４に照明２１の配線を配置することができる。
【実施例２】
【００３８】
　図６～図８は、本発明の出入り可能な省スペース型クローゼットの実施例２を示す図で
あり、図６は扉を開いた状態を示す概略正面図、図７は概略横断面図、図８は概略縦断面
図である。本実施例２のクローゼット１は、基本的には前記実施例１と同様である。そこ
で、以下においては、両者の異なる点を中心に説明し、対応する箇所には同一の符号を付
して説明する。
【００３９】
　前記実施例１では、第二収容空間３は、クローゼット本体４の上端部から下端部にかけ
て、上下方向へ連続して形成された空間とされたが、本実施例２では、クローゼット本体
４の下端部を残して、クローゼット本体４に上下方向へ連続して形成された空間とされる
。具体的には、クローゼット本体４内に、背パネル１４、側パネル１５および底パネル３
５が設けられることで、第二収容空間３が形成される。
【００４０】
　背パネル１４は、上下方向を長手方向とする正面視略長方形の板状で、左右長さが背板
１０の左右長さよりも短く形成されると共に、上下長さが背板１０の上下長さよりも短く
形成されている。背パネル１４は、背板１０との間に間隔をあけた状態で、背板１０と対
面するようにして右端部がクローゼット本体４の右側板１２に固定される。この際、背パ
ネル１４は、下端が背板１０の下端よりも上方に配置される。側パネル１５は、上下方向
を長手方向とする側面視略長方形の板状で、前後長さが左右の側板１１，１２の前後長さ
よりも短く形成されると共に、上下長さが左右の側板１１，１２の上下長さよりも短く形
成されている。側パネル１５は、左右の側板１１，１２と対面した状態で、背パネル１４
から前方へ延出するようにして、後端部が背パネル１４の左端部に固定される。この際、
側パネル１５は、下端が左右の側板１１，１２の下端よりも上方に配置される。底パネル
３５は、平面視略四角形の板状で、第二収容空間３の下方への開口部を閉塞するよう設け
られる。この際、底パネル３５は、クローゼット本体４の下端よりも上方に配置される。
【００４１】
　このようにして、背パネル１４、側パネル１５、右側板１２および底パネル３５により
、前面への開口部である第二開口部６を有する平面視略四角形状の第二収容空間３が形成
される。第二収容空間３は、上下長さがクローゼット本体４の上下長さよりも短く形成さ
れており、下端がクローゼット本体４の下端よりも上方に配置される。すなわち、第二収
容空間３の底パネル３５よりも下側の空間は、第一収容空間２と連続した空間とされる。
【００４２】
　また、前記実施例１では、第二扉８に複数のフック２０が設けられたが、本実施例２で
は、フック２０に代えて、収容物が係合されるバー３６が第一収容空間２に設けられる。
具体的には、バー３６は、棒状のバー本体３７と、このバー本体３７を支持する一対の支
持部３８，３８とを備えて構成される。バー本体３７は、左側板１１の内面に前後に離隔
して固定される一対の支持部３８，３８間を架け渡すようにして設けられる。この際、バ
ー本体３７は、左側板１１との間に隙間をあけて配置される。このようにして、バー３６
は、左側板１１の前側であって、左側板１１の上下方向中央部よりもやや下方位置に設け
られる。
【００４３】
　さらに、前記実施例１では、クローゼット１は、住宅２２内の床面に載せ置かれて使用
されたが、本実施例２では、住宅２２内の土間コンクリートに載せ置かれて使用される。
たとえば、本実施例２のクローゼット１は、玄関土間に設置される。この際、クローゼッ
ト１は、玄関土間に面した内壁に凹んで形成された空間に配置される。なお、本実施例で
は、玄関土間の表面と底板の下面との間の隙間は、３００ｍｍとされる。
【００４４】
　本実施例２の出入り可能な省スペース型クローゼット１の場合、第二収容空間３がクロ
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空間が第一収容空間２と連続した空間とされるので、クローゼット本体４の開口部１３か
ら左右に細長い収容物を第一収容空間２の奥側に収納することができる。また、本実施例
２のクローゼット１の場合、玄関土間に設置することができるので、第一収容空間２の棚
板１６および第二収容空間３の棚板１７に靴を載せ置いて収納することができ、シューズ
ボックスとして使用することができる。この際、第一収容空間２にはバー３６が設けられ
るので、傘を引っ掛けて収納することができ、玄関２３に設置されるクローゼット１とし
て好適に用いることができる。
【００４５】
　本発明の出入り可能な省スペース型クローゼットは、前記各実施例の構成に限らず、適
宜変更可能である。たとえば、前記各実施例では、第二収容空間３は、クローゼット本体
４の開口部１３の右端部に配置されたが、クローゼット本体４の開口部１３の左端部に設
置してもよい。この場合、背パネル１４がクローゼット本体４の左側板１１に固定され、
その背パネル１４の右端部に側パネル１５が固定される。この際、本実施例２では、右側
板１２の内面にバー３６が設けられる。
【産業上の利用可能性】
【００４６】
　本発明の出入り可能な省スペース型クローゼットは、住宅内に形成された小さなスペー
スに設置することができるクローゼットとして好適に適用される。
【符号の説明】
【００４７】
　　１　出入り可能な省スペース型クローゼット
　　２　第一収容空間
　　３　第二収容空間
　　４　クローゼット本体
　　５　第一開口部
　　６　第二開口部
　　７　第一扉
　　８　第二扉
　１０　背板
　１１　左側板
　１２　右側板
　１３　開口部
　１６　棚板
　２０　フック
　３６　バー
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